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��������������������「せんせ あそぼ」

ひとみ

小説「二十四の瞳」の作者 ～壺井 栄～

彼 女 は，こ の 小 説 の 中 で，教 師 と 生 徒 と の 触 れ合 い を 描 き，

広く人々の感動を呼びました。

彼 女 の 生 ま れ 育 っ た 香 川 県 小 豆 郡 内 海 町 で は，町 の 人 々 の

強い願いの下，彼女の生誕１００周年を記念して，その代表作「二

十 四 の 瞳」の 中 か ら，一 つ の イ メ ー ジ を 選 び，彼 女 と 町 の す

べての 人 々 の 願 い を 像 と し て，永 く 後 生 に 伝 え る こ と と し ま

した。

▲ 二十四の瞳像「せんせ あそぼ」

壺井栄は，小豆島を横向きの小犬の形に例えま

した。小犬の後足の先端に，小説のモデルになっ

た岬の分教場があります。それより，さらに６００

m 先にある昭和６２年の映画のロケ地「二十四の瞳

映画村」の広場に像は設置されています。

教育改革 Q&A ～教育改革に関する様々な疑問にお答えします～
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